平成24年度版　NEW CROWN　評価事例


外国語表現の能力（話すこと）
プロトタイプＤ

単元：

BOOK 2，LESSON 3
評価の観点（技能）：

外国語表現の能力（話すこと）

評価規準：

未来形を表す表現（will, be going to~）を含む文を使って，友だちにインタビューした結果を再構成して，友だちと自分の休み中の予定を発表することができる。
評価方法：

【スピーキングテスト】p.33, USE Speak, 2とパラレルなタスクを行う。未来を表す表現（will, be going to~）を含む文を使って，友だちとの情報交換をしたあと，その情報を発表させ，その出来具合を評価する。
留意点

発表をする前に，未来形の正しい運用を含む表現の正確さが評価されることを提示しておく。
評価基準：A・B・Cの3段階

A : カードに書かれた情報を未来表現を用いて適切な英語で説明している。
B : 多少の英文の誤りがあるものの，未来表現を使って説明している。

C : 未来表現が使えていない。／説明していない。
評価課題：

カードに書かれた人物になりきって，その人物がこれから行うことを，未来表現を使って相手に説明しましょう。

その際，聞き手は簡単なメモを取り，最後に英文を繰り返しましょう。
	Taro

1. Taroは明日，買い物に行くつもりです。

  (go shopping ／ tomorrow)
2. 彼は次の日曜日，サッカーをするつもりです。(play soccer ／ next Sunday)

3. 彼は来年，新しいゲームを買うつもりです。
　(buy a new game ／ next year)
	
	Mary
1. Maryは明日，おばあちゃんを訪れるつもりです。(visit her grandmother ／ tomorrow)

2. 彼女は次の水曜日，ケーキを作るつもりです。(make a cake ／ next Wednesday)

3. 彼女は将来，看護師になるつもりです。

　　 (be a nurse ／ in the future)


解答例：

1．【Taro 】

I am going to go shopping tomorrow.
I am going to play soccer next Sunday.

I am going to buy a new game next year.
2．【Mary】

  I am going to visit her grandmother tomorrow.
  I am going to make a cake next Wednesday.

  I am going to be a nurse in the future.


















